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穫 量言:者j5 [1Jィヒ lと{宇う段ち化の皮を，設)1";1支そ誌を 5 段階に 125.づょしたスギと?ヤキ令指紋として

1972 .ft から lU76 lcl にわたって調査した。羽五対象 1::1:点以を中心、とする.1 00 k田対内の関疎地)J と，

F葉県の-t~'ふ福井県および求総司]とした。いずれの地域でも市街地や工業地域在中心に樹木の紫jß

プJ'認められる。:反返tJ況は地j長や均抜高lζ必く;長溢され， I足立~I亡沿って広がり， IJ1地で遮られるとい

った等泌総状の波伐となって現われた。何時lζζ の樹ぶの:袋i~告白呈ごとした微生物相の変化について

も，調査刻、およひ、制企対象について検討を1] い，広域iζ/ì、正i>9る立生地土壌とすサm而ょの微生物の

うち細菌と糸状歯について調査した。 :L波紋生物 IJJ司原の槌心や人為的心、撹乱などによっても袋、化し

やすく b わずかな距離でも綜来がことなり， 1児lìJj誌な結;立が制られなかった。細弱と糸状的では生活形

も呉なり司会J航法や培地についての検討も必要と民われたが，ササA'miLL の紛肉数lとは iスギの茨逃

交と対応すると三与えられる法化が認められ， スギ、の衰退は与の忍イじが樹木だげでなく， スギ以

外 Q)生物にも与えーる影響そかなりのねJ豆:よZI]'.!としているものと考えられる。樹木の哀.ì!益事』象はp 東京都

内ではー時ほどの激しさはおめられなくなったが，大気汚染物資の一部である 2草案酸化物や炭化水系

などの豆は横ばい状態に詰うわ， }短期 iと起とるケヤヰの:;1ji:~予言落葉は， 周辺地域では現校も広がりつつあ

る。

まえかさ

1960 壬!ー代り高度経済成長時代\，c 促進された人 LI の都市集 11 1 と自勤車の急務、な増加， 工業の大規模化な

どによっ ， t,T5 rli と工業地域与を中心として，大気汚染をはじめさまざまな環境の悪化がもたらされた。地

上に定着して!_lJ立する般物は長年の問これらの影響を直接， I刊接に叉り z 被害の議績によって過去には見

らノ;1なか "1ご存砲の]止状を現わすようになった。

三定者はおに東氏主1;における ζ のような樹木の表j患の尖態を調返して報告したがペ 引き続き関東地点勺

京訟を 11-1心とする 100km 関内の制査を行い，あわせて規扶やJ民絡の異なる都!lL および汚染訴のi民主己さ

れた.ttlJ，~或においても った。 市街地から炭林業を主とする J1:. íl仰な地域における，者N!J化ない

しは !\J 街化に伴う l~~長:悪化のお様として予樹木以退。);ミ包をとらえることとし犬。また~ ;'ﾈM /1<の!l:育 Jζ影

響を与える球攻ω;il.\1U手当然仙の半切にも彬皆を与えゐものとえ?調宜主jlj或での?技生物tfdω;ifi~) 1ttU~ と，

調査する文j 象の，1'免 r;~ を行ったので，あわせて報先寸る c

この調査は 1972 1; 1' から行われた環境庁の別枠研究「農林水産公態系におけ 6汚染物質の信誌と指名古生

物に闘する i丙究j のうち i 農林水戸工環境における指総生物の I fJHiJ限界とその平Ij}f] J4) の -~n:l~ として行わ;n

たものであり F 東京在中心とした調主主結咲の、?i別立口オト、 t本学会第 851[<1)(会7) に， 千葉以での iiflJ炎結果の

':iI5( ;ì.:11ゐ川、 \'rJlu ，1) I こ出 i 犬。

1978守 8 jjl4 CI 受即

日) ーとじよう t~i)

t 壌 21 For. Soils-21 
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*f誌のとりまとめにあたり，ご指導とどIl)]，;をいただいた当初の PL，中野 :x前企画、科長， PL，土井

恭次企画科長，指標生物班の各位fおよび便宜をほかられた瞬 降男前土じよう部長，河田 弘土じよう部

長にお礼申しあげるとともに，調査ととりまとめに多くのご協力とど助言をいだいた小JlI 真:1-.じよう微

生物研究室長に感謝する。

調査

1965 年から行われた都内での もとに，船形や若葉:忌技のキt死の状態などから

スギとケヤキについて， Fig. 1 のように衰退の程度を 5 段階に区分した。調査の対象木は主として屋敷

林や社寺林等の平地林からえらび，造林地のものは補助的に調査した。各地で樹林を締査し，樹木の状態

を Fig. 1 の段階ß分にあてはめ，その評点を地図上の調交地点iご記入し，後lと補正p 整理して衰退地図

を作成した。

東京都を中心とする関東地域ではケヤキとスギを指襟植物として用いた。ケヤキは先に報告白したよう

に個体差は大きいが9 都内 lとも数多く植栽されており， 衰退の程度の差に大気汚染との関連が認められ

た。スギは東京 23 区内にはほとんど生育していないが， それ以外の地域には， 調査した地域のほとんど

全域にケヤキとともに分布しており，亥退の程度が規則的に変化した。

⑤健全加沼目先端か ④松五の先端加、
尖って、、 Q. 円〈宮 3.

:t 絞えモ"け (之〉桝踊ヂう枯れ の約校 i.;i更にふえ着烹
になふ 百台め 2 切 量 1;( 者 L" i.品:!Jf す~. 

5. Th巴 top of crown is pinn乱cle. 4. The top of crown is round. 3. Needles 

are growing on the top of branches. 2. The top of trees is wilting. 1. Dead 

branches increase and th邑 amount of n己巴dles decr己ases.

哨。
岳健全枯枝11 ~fG. ~)枯れと小枝泊予 枯れ ε 〆 1 ，枝伊山えじ訪色点在校内古1IIIm:.!洛ち

xl うれ古いa aliめられる;~\，小文h!l\干えヶ出~. 貫主:枯 I主.yc 、 λ~o

5園 No dead branch. 4. Dead twigs appear. 3. Dead twigs increase, and twigs 
sprout from branches. 2. Dead branch巴s lncrcas巴， and the crown becomes 

smaller. 1. L巴aves remain only on twigs. 

Fig. 1 スギ、とケヤキの変退の程度を示す様式図

Grades of declining of Cry.ρtomeria japo持ica and Zelkova serrata. 

L 不良r'.5. 健づi': 1. wilting-.5. healthy. 
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関東地方以外ではケヤ寸はスキ、比べてやや少なし分布が偏っている場合があるので，とりまとめの

部会上制査0) 泳 11 1 からはよ主としてλギ会対象として制査しp スギのない場合にはケヤキで代JlI した。尖i祭

にはスギはケヤヰに比較して J段階弱心ケヤ干の評点 2 はスヰ亡、の 1 Iこ桐当するので，ケヤキで判定した

湯f?には一段階さげてスギに評価し 1:; おし 3 王寺j也の l淵査結果はスニドを基準と[て凶をf! hえした ρ

関京地方の東京を中心ょした地域で調査を開始した 1972 '1:' iとは， 東京都内および周辺の地域では互に

ケヤヰの異常務紫が起こり，夏以後a台風の強;米なともあって， J也 i)p らのあi築ではEi枝と法拡した /1二き

た校との !XjJUがしくなった。そのために以前i J 'た政京都内での訊j査と同織に ， ;f;Ji葉が段Ijll し終わり，

常落葉の始まる前の fì)LL中旬 lこ集 11: して調布を i=Jった"後、|斗とりった fぬの地域での;;llhk は， 仁な刻家

をスギにしたため，比較的天伎の安定する秋から冬にかりで天候を見定めて実施した。

1972 ;向とは関東地方の東京会中 lむとした 100km 倒内で観察を行い含 ブUiJ; とこれを適用しうる限界に

ついて検討芽'進めた。 1973 年には東JTとから放射状に {rわびる主要な幹線道路lと沿〉て概略発調査し， 1974 

-{-I ーには前年と|可じ道路および間道までを合めて枠制に調査し，両年の結;じを合わせて凶を作!ぶした。

1975 作 lとは規校が小台し汚染源の限定された地域として，士r葉県木更津市および君浮rtIJ18辺を選ん

で調査した〈また 1i-tl {f-I' c_ ，~.:;t "'j1里子部でのスギの杭jl'1が問題とな「ており， J:ヒ絞的広い前日目でl'fi 々のf!ii l克をた

之5'， 福 JI二 Ili と大野をー中心とするお1域で調子突し， 1976 ̂ Tゐには盆地で特 ji'の大規伎な正業を持たず， よ土寺

の多い京都市で調査を実施した。

ゴxーl也でとれらの樹木の衰退を謂脊するとともに，それぞれの衰退程度に応じた地点で試料を採取しp 調

資法と対象微生物の検討を含>})，て微生物恨の調査安行った。このような相究を現在までにわがて:li) t: 

例はない。

関東地方では I'ZI IC示すように 4 万向 22か所で，ゴルブ場や公閣の芝左上表層上を 1 かJlFrでランダムピ20点、

採取し，混合して微生物分離間試*'f としたじ採収地は郊外ではコツレフi1j，都内では主として公園セあった。

ニi 壌中の糸状菌分離別にはペプトン俗ブドウ時・ローズベンガノレ地(本λ20.0 g , KH2P04 1.0 g , 

MgSO会 .7H20 \15g , Pεptonc 5.0 ふブドウ科 10.0 g，蒸'ÆVk 1. 01, ローズベンカール 1/30 ， 000， pH 

4.5) '2:，組閣⑩放総商用にはこ土壌煎行 J31地(寒天 15.0 g , K2HP04 O. 4 只， (NH4)2HP04 0.5 ぁ MgSO生 e

7H20 0 姐 05 ぁ恥19Cb 0.1 g , FeC13 0‘ 01 g , C乱Ch 0.1 ふペプトン1. () g，イ F ストエキス1.0 g，ブ

ドウ刊1. 0ふ土壌煎il2501111， ;}:.道水 750ml， pH 7 司 5) をおのおの件!いて9 糸状l荒]は xl03， *lUl茎í' 放

総菌は X106 マ:ミ了前一朝~"lノー板法によって分割J そ行い， 2ら℃で 7 日間階建して前紋を羽trJí亡した。

また関東地方の一部と千葉児では比較的広範悶に分布す一るシイノキ，ケヤキー，アカマツなどの葉市!か

ら，また関東地方ーでは分布域が広く， -['fL丈もほぼ→ f1なアズマネヂサの葉直1から，福井県ではネマガリタ

ケからそれぞれ徴生物を分総した。 j~J以し/こ支 3g 考会 300ml の紋 i副本で， J凶 'þy.引先 i5ti'jr ~ti (ブランソン，

出力 50W， 45kHz) によ J て 5 分!Vrl次かし，その洗浄液を X104 Iと希釈して 1 記の土壌の場合と同じ

培地をJ刊し ì ， 250C で 7 日間培長し凶放を測定した。

調査結果

L 樹木の衰退

苅来主Ù2ゴjの;来立を rll心とする !OO kJ日間 YJすの約査結県は Fíg. 2 に示す通むである。〉どiのぷJ益段|絡を示

Lノ/こ JS'/(j，文退段階の境界線であり，凶の網 11 で問った部分を含む"十点 l の組問は詳イrllíできるスギがな
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者iljíiJJ或における環境懇化の指標としてω樹木衰退と微生物相の変動(山家 123

く，いわば Oìζ相当する。 1ω総と 2 の線の r1)]が zに点 11と当たり歩 5 の線の外伊

Fig. 3, 4, 5, 6 も i司じ〉 c

市jの報告6) で日j査しk一地域の大部分は?ほiの糾自で回った {j:l~分 Jζ含まれ，泊予Jな fji街地T!あろとともに

京浜2 京築工業地引~;を含む早大な川沿際ともいえる地域であり p スギの健全な成木は全くない。!送iIこは訓

査した玉な道路を記入したがョ む Bずれの::JnÎJ]でも者ill心から 30km 以内では道路沿いに建物が述続してお

り**地は少ない。 j系数等の周辺 lと桟されたスギも樹勢の:支えが目だち，ほほ評点 1 の紡聞に入る。 30km

過ぎると芳それぞれの方向によコて衰退の程度に差が現われる o 塚方rilJ は ItfJ発途との地域が合まれ，

海岸と近いためスギは少ないが ;;:Li創立著しく 3 高速道路沿いなどに残されたものも立ち枯れたままのも

のが多い。相模湖方向は氏。陵地などにリ点々とス二子、はあるが9 八五ーまでは哀逃が著しく 2 枯死したも ω も

多く，言、F点 3 の範聞に入る。八王子 J:J速では咲退の程度は11蚤滅されるが，健全なものが見られるようにな

る ωi丸 十日枝問JÍ'Ì i f[で都心から約 50km 流れた地主えである o ït~i!11可お J、び宇都宮方向 i土芸百{以[ノ t;::11民向母子子

Fiほgι 木十永(9挺ミ}津辛計市f~oコλ よび君止体iド上7市5伝飢周l

Declinir芯19 of japonica 乱10nεth巴 sea coast of Tokyo bay 
ilJ Chib乱 Pr巴f.



]
{
凶
品
。

渋
谷
H
中

Declr 円 ing of C jdpOn;C�. 
ズギ衰退段階

一一一一一一一 5
一一一一一 ι
一一一一一一一一一 守
一一一一一一-_ 2 

5式料保弓7J'.' 守、番号
Sampling plots 千or the 

isol品 tion of microbes. 

o 5 10 帆m
LL_ムー~ーム~ー」ームJ

Fig. 4 福井県におけるスギ衰退地図

Declining of C. japonica in Ful王ui Pref. 
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し 9 ゆるやかに変化する c [，1JjH向とも都心から 60km までは哀返が特に殺しく吉、F/j， 3 の ;!Yíí問に入り， 60km

を過ぎると衰退の程度は軽減される。高l崎JJli'J では都心からほぼ 100km にあたる iLH崎 ICIJ'，前橋市を過さ

るとョさ午、;出に衰退は認められなくなる。しかし，寸~1ílSJLJ'・ブJlf ;j Tiま 100km にあたる宇都宮 ilTを過ぎても衰

退が認められp さらに北部へ広がっている。土浦および千葉方向は乎Jt切ら壱続しているが，二I}I有で 60km ，

千葉で 40km を過ぎると衰退は認められなくなる。

jヨ 1.のあ占よいは東京およびIi浜，京主主正業J山iJ を関東平野の主要な出始前:としてみ t::_ ;I:J)合のものでありョ

宇都宮市の中心地でスギの枯死が認められたり p その他の小者15市でも íjjの It 1心部で涙退が著しいととか

ら ， J:lh方都 rlfにはその占!í 111 内での史]患が}.:..都市町械に進行しており 3 ぎ毛j位の程度は jili続していることが多

!、
V • 0 

千葉原c本支Id子市と主叶I rIíの付近では海岸の J'gふう _\Lでと大規;B~な L 業位IJ也の造成が進められている。 I [!J也

が海岸近くまで迫り彦 ~JJj]l ii正 lと 1m け平地面積が;J\ さいので? スードは少ないが Fig. 3 のように，その

衰i星組閣は1'!.~く程度も弱く， 詳点 i は n.ぷめられないυ 附 lやおおぬき駅東側の評点 4 の総 iC 出まれた部分

lむやや雨い?を:!:1t!状をなしており :f~j，廷の程l史は !~sj い n 哀五三はイIJ;. J也そi凶芯道路 lと行}って， I勾J:iffrlíへ侵入し

つつあるように見ヌる。

:t，'iÍ Jj.県では若狭地;訂在 15;]:;くほぼ

全域を部i査した。福井市は 1札

商， l'誌の三方を 11[J:也 IC阻まれノラ Jヒ

ガにのみ開けた主主地JillJ影。) iÌ J心 iど

あり Fig. 4 のように最近開発

の進められている九17J1 ~ì白川河川力、

ら道路沿いに長退が進み2 鮪ハ:

111，武生市およびiU問の小さ[íi]J で

ある大野市，勝山市などでも評点、

2 程良まで衰退が認められる。福

井市の刻、強1]では 11，ドイミi i!:êまで:哀退が

認められるが，峠与を越えるとスキ了

は健全となった。 しかし東側の狭

い谷地Jf:5.の所では多狭い隔で哀j忌

の程度が変イむしながら奥地へ{号入

しているのが!泌めら i したの

京都市の古くからの市街地と，

隣接する 71台市， í句円 m~とはスギ

はほとんどなく，樹勢の衰えたも

のがごくまれに見られるにすぎな

い。スギは周辺の ItJ:t包に後続する

地域になって出現するが， Fig. 5 

のように読点、 1 ， 2 はほとんどな

。

Fig. 5 J~:CðI5rわにおけるスギ京iJ)!， Jill悶

Dccl匤ing of C. jα戸onica in Kyoto city 

5km 
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Fig. 6 ゴルフ場芝生表層土細菌数(関東地方〉
The number of soil b乱cteria in the lawn 
of golf 五elds in Kanto district. 

採取地点手書写(j: Fig匂 2 参照
Refer to Fig. 2 on the samplin宮 pJots.

Fig. 7 アズマネザサ葉面微生物相(関東地方)
h正icrobial flora on the leaf surface of 
Pleioblastus chino. 

採取地点番号は Fig. 2 参照
Refer to Fig. 2 on the sampling plots. 

Fig. 8 千葉県下におけるアズ7ネザサ葉市!二
の微生物相

Microbial 丑ora on the leaf surface of 
Pleioblaslus chino in Chiba Pref. 

採取地点苦手号は Fig. 3 参照
Refer to Fig. 3 on the sampJing plots. 

く， 3 もごくわずかであり 3 周辺の山地にか

かってスキ、が出現し始めると 4 から 5 へ狭い

間隔で変化する。平地にスギ林はなく，ほと

んど襟高 100m 以上の山腹斜面から現われる

ょうーである。

2. 微生物相の変化

微生物調査の試料採取地点はそれぞれの地

図に丸印と落号で記入しである。

芝生表層土中の9 微生物相調査結果の一部

である細菌についてはョ Fig.6 (と示すよう

lζ一定の変動傾向はなく，放線菌も同様にス

ギの衰退に対応する明憾な結果ほ得られなか

った。 高崎および相秘i湖の 2 方向についての

調査結果は先に報告したわように，糸状菌の

数が都心で少なく，途中増加するが周辺部で

一時減少しp さらに都心から離れると再び増

加する， 2 ブj向にほぼ共通する結呆が得られ

たので，糸状菌についてはスギの衰退と関係

があるものと判断したが，イ也の 2 方向(宇都

営努ニヒ浦)の結泉と合わせて検討した結果は

さらに大きく不規則に変動しp スギ、の衰退と

直接的な関係、は認められなかった。しかし，

細菌ヨ，糸状還とも都心部での減少は明らかで

あり p 都心の糸状菌は Trichoderma が優先

するなど3 程類の交替や変動はあるものと考

えられた。

シイノキ g ケヤキ，アカマツなどの葉面微

生物相は，ブ了{立や高さなど採取位置や葉の生

長段階によって結果が異なり，樹種による微

生物ねの根違はあるが，スギの衰退に対応す

るような一定の傾向は得られなかった。

予備調査の結果p ザザの葉面は年間を進じ

でほぼ安定した微生物枢をもっており，道路

際や特lと ljt丈の低いものを除いて採取すれ

ば，空中微生物をとらえるのに適していると

判断された。

ササ葉商の微生物相については3 各地域の
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調査結えLを Fig. 7'~9 iと示す。

糸状商2 放線出は各誌立地域ともをが少な

心不規則な変動を示し，スギの表退との世話

速は認められなかった。しかし，細菌は切ら

かにスギ、の衰退に刻応していると巴われる変

動をぷし苦芝生五日士の微flJ防と同様に都心

i市での減少が認められた。都心郎lと続く周辺

のj 白 i点の評点、 3 "J  5 の，，(~rJllではコロニ 数が

詳しく増大し3 さらに中心から蹴れると!?]令び

減少したc このような傾向は樹木のぶ返の及

んでいる純凹や9 汚染の経肢の i討さなどの制

退によってかわるようである。樹木の京滋の

草E聞が広し経歴の占い;東京を 11 1 )らとした関

東地方のJJd合 Jむ変動の:隔が大きくはっきり

Fi又 9 福井県ト lζおけるネマガリダケ葉「町上

の微生物相
Microbi旦1 flora OTI th巴 le乱f surfal二日 OI 

Sasa kurilensis in FukL1i 1'r巴f.

採取地点醤号は F沼田 4 参照

~，lではほぼ ['lJ 慌の紘よ止がドJ り才した。

した傾向は認められなかったが，京j此の程度がω く，範囲の狭い午葉県と問先の経府のよ七絞的析しい福井

Refer to Fig. ,1 on the sampling plots , 

考 一
歩之三、

アZて

いずれの調在地域でも百皮の差はおおが，市街地や工業W~域を中心lζ樹木;のぷ)11が訟められ，民迭の広

がりはJ由形や気象状況にも左右される。東京を l:þ心とする地域では， 次 iと卜京高 100m および 200m のミ年

目線を記すると夜J阜の限界は，阿部および北部の大部分では際高 100r~200m の 1 /'，]1ζ入る。北の足尾山地

と八沼山地，筑波山に}先立れた平地ではさらに北へj去がっている。京tl5は平地であるが， 40km 付近で哀

退が認められなくなる。これは夏の H rþに東側から吹く海風によって閉鎖系が形成され 樹勢lと影響を

与える物質の!!)，、 i設が抑制されるためと考えられるつ

子長51の j易合も京退の及ぶ範!芹 iは海抜 50へ.100m の却におさまり， 低地を j活る i立i陥 iと沿「て内>-，~部へ

以入している ο 以J足のn-~凶が狭いのは，この地域の工阪が建設j主 11 1 であり ，開始後日が浅いためと考

えられるが， 111 j告がjË! :J , }iが向 lこ~トj けている地7~> とも関係があると考えられる。

福井r]-jは Iり三の;どとより ilTifïtUlの Hü;.i<が減少したというが， 1必のように哀迭は明らかに道路に沿って

拡大しており矛 評点 50)綴はt;l{ι100m の線とほぼム設する。 ILJI~d の小百15 i1îでも宍退が í1針了しているこ

とは，人1mの/Ii;r;に伴う訂油製品の討~ 1xiJ:曽六などがなんらかの影響を与えるとともに1)， td0~'i c影響を与

える物質は低地に留するものと考えられる。

京将Giüの出および'J"= Ì'f1'I!í ， IhJ 日丁目は，以前はかなりの部分が耕地 c: 沼沢地であり，本来スキ、はなかっ

たと考えられるが，数多くの社 1 のある市の北部や周辺の市街地にス平が会く見られないか，京退の若し

いものしか認められないのは古くからの市街化の影響と巧えられ，すtli也J町長の)d~rlちにおける災退去拡大

したようなíi;iこ伝っている。

土壌微生物は多年にわたる極々の影担任げ，反応していると J忠われるが，調査が広域にわたる場合の

変化はp 総1[:の相j金や人為的な擾乱によっても変化しやすく問題が多い。 ゴノレブ j主主の芝生の掛合は， r徐
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主主，施nP\ ， )(1]り取りなどほぼ共通する管理がされているが，土授や地]惨など本質的な茅が大きく，樹木に

対するほどの環境の悪化はs 土壌の微生物にまでは及んではいないようにみえる。東京在中心とした関東

地方での例のように，泊五地域が広い場合lと変動の揺が大きくなるのはg 微生物相の変動が単一の原因で

なく，謂査地点付近の市街地や都TITの影響をも受けているためと考えられる。いずれの地域でも中心地付

近での微生物の減少は切らかでヲ 東京のj会合のように，周辺市で認められたサピ商 CPuccinia Kus，仰oi)

が都心部で認められないなど9 都心部での微生物の減少を裏付ける現象も多い。 ζ のようにスギの衰退ば

他の生物の変動をもかなり iF確に反映するものと考えられる。司M室長結果では細菌は糸状菌にJ二七べで敏感に

反応しているようであるが，細雨と糸状摘は!L:活形態の速いもあり，厳?手ilと測定するためには分離法や培

地についての検討がさらに必要であろう。

むすび

者ilíi有化 lこ伴う として，樹木の渓返は薬漬された被告を具体的にとらえるもの

と f与えられる c 樹木の衰退現象は， r東境条[守ヰコイ悶休芳によるぱらつきが大きし結果の数量化がま1& しいう

えに，調査!と多くの労力を必要とするなどの欠点はあるが， )主い範囲j 内での長い期間の総合的な結果の指

標としてとらえることができ， Photo. 6, 7 1こ示す明治神宮のスギ、の伊jのように終年変化を生11 る JJこも多

くの有利な点がある。

過去のE九百官I"J の羽交で l土，多くのjおÚ2 co.3!cドで様式|苅 lこ示した樹木の笈ill程度が一段階さがる。環

境条件の改善によって哀i阜の作」L:ないし [11.1152 の可抱なのは:\4'点 3 までであるが，このような段階的な変化

症経ずに急激に衰退枯死する場合もみられだ。

東京都内の境合， 主主きな大気汚染物質である二般化流貨は， 1965 'F1ÌÍî後を頂点として減少しており，

これに伴って 1975 年前後からケヤキの異常務菜の発生も減少しているがH':lì立の:点点 3 ~4 の地域では

現存 (1977) でも央常落焦が認められる。主素酸化物や炭化水素などは十'ilUíl 、かやや増加の傾向にありへ

山地l乙遮られたvqm;および北部の評点 5 の線以外は最近でも外側に|旬かつて移動しており， 1976 /cfQ)観

察では Fig.2 の東部の 5 の紘は東へ移到し， 3, 4 の線もそれにつれて移動してし、る。
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Declining ()f Trees and Mierobial .Florae as the lndex of 

Pollution in Sorne Urban Areas 

γos!lito YAMBE(1) 

Sllrnmary 

The detorioration of tho cnvirornment ';,vas recorcled and estimated by tbεd巳clining of 

trees 乱日社n index from 1972 to 1976 in th巳 100 km aτ03 from the centrc of Tokyo. the 3re乱

along tbe s巴a coast of Tokyu bay in Chiba Pref. 省 F l1kui Prcf. and Kyoto city. Previously, the 

declining ()f trees had been resεarched in th巴 urlコ乱n ar己a of Tokyo, and were divided into 

fiveεrades by tho forms of crowns and wiltings of branches and twigs. 

In m昌江 cases， the declì日i.ng of trees, especi乱lly t11at or Cry�tomeria jαJうomca， was recog' 

nizcd in the urbaniz巴d 己nd industrial aroas. Thc degrcc of decline was affccted by the topoｭ

graphy and the altitudc above sea le 、 e1. A t f1rst the \viJtiロg and declinεof trees bεgan in 

the urb札口lZ巳d low land ancl then SpIモad to thε mount乱1n {1 rc乱S 乱long thむ riv巴rs 日ll1d roads 

'J、he enlargement was shut off by high rnountains‘ ζllld the d臼clinεof C. jaρonica stopped al 

200 m above sea level. ThεIでfore， thεcleclinin乞りf trees enlarged liko contour lines , 

At the same tim巳， the estimatioDs of microbial population in the deteriorated areas of thc 

記口、'ironment were tried macrosco ]Jically , taking t l1巳 decliη巴 of C守 japrmica as 旦 n inclex , Sur 

facc soil of Jawns w巳re collectod from 30m巳 pub1i c garclcns al1cl golfιours巴s in the ci ty and 

suburbs~ 昌ncl soil microb日s were isoJatccl and estimatecl by c1iJution plate motlwd. The methods 

to catch the air-borne microbes wεre tested i.n the previous years. As rcsult , it was disｭ

covc1'ed that thc mic1'obcs on the le乱f surfaces of b丘mboos showecl lhe rcJativeljア stable fIoτa 

through a year dcpencling 011 th邑 habitats. 50 bamboo le乱、 es w己日巴 colleじtecl from the plots 

i nstead of the tr旦p for aiτ-born日 microbes.

Thc distribution of soil microbes were irregular 乳t ea仁h plot, and the teτ\dency to depcnd 

00 the d巴clining ()f t了巳むs cOllld not be recognized , p2.了 tly because th日 law口 soil has b巳巴11 conｭ

trolled and managed, and the microbial flora is too Yari2blc~ to inc1icate the cl巴terioration of 

soil conclitlo l1s包 00 thc othe1' hand. the microbi丘 l 乱。ra 0 n the bam boo lea v巴s showed tlle be 

ha vior correspondin芯 with the decJini l1g of C. jaρonica. The l1umber of bacteria showed a 

tendency to decreasc、 in the area wh己re C. japonica had reached 3rcl gracle of declining, and 

increasccl gradualiy towards the b巴tter aτ巴日 The ch乱nges of fun芯 i were not 80 clear as in 

the case 01 bacteri日司

Such d巴terioratio J1 ()f envi r口ηm巴nt as �dicatecl by th巴 declinin芯 ()f trees anc1 the change 

in microbial fIくJra has been caused by urbanization , and its major cause s巴己ms to be 旦ir polｭ

lution by some pollutants like oxicJized nitroεens a ncl carbon 0τsulphu1'i仁 compounds dischargcd 

[rOlI1 th巴 cities and j nclustrial areas. 
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係 rjiJ引とおける環境JJl~ 化の持取j! としての倒木良J誌と微11 物相の変動( LLI家) -Plate 1 

1 2 

4 5 

6 7 

3 

Photo. 1~~5 

スギ畏迭の紋式問の Jili市になっ

た樹形

. Standard foτms of 五ve deー

clining grades in C. jaρonica 

1.評}，~、 5 Gr旦de -5 

2. ~干点 4 Grade -4 

3. J干，Ó、-3 Gracle 3 

4. 評 d長一2 Grade -2 

5 丘中点、 1 Grad巴 1 

Photo. 6 and 7 

明治神'F~\スギ「

C. ja戸onica in 品I[eiji shrine 

6. 1967年 5 月 号半 I\-4

Photograph in May , 1967, 
Grade -4 

7. 1971年 5.rJ 計一点 3

Photograph in May, 1971 , 
Grade -3 

4 年間で-[定評点がさがったc

The declining progressed one 
grade for 4 years 目



'-Plate 2-

8 

10 

12 
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9 

11 

Photo. 8~12 

ケヤキ衰退の模式凶の基準になった樹形

Standard forms of 五v巴 declining grades 

in Zelkova serrata. 

8. 二平 d点、 -5 Grade -5 

9. 評点-4 Grade -4 

10. 評点-3 Grad巳 -3

11劇評点 2 Grade …2 

12. 評点、ー1 Grade-1 


